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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期

第１四半期
連結累計期間

第10期
第１四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自2018年１月１日
至2018年３月31日

自2019年１月１日
至2019年３月31日

自2018年１月１日
至2018年12月31日

売上高 （百万円） 22,697 24,245 101,199

経常利益 （百万円） 2,893 3,201 11,197

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 1,935 2,266 6,737

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,759 2,318 6,306

純資産額 （百万円） 34,856 39,590 38,304

総資産額 （百万円） 89,836 90,257 94,035

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 52.51 61.35 182.77

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） 52.16 61.09 181.62

自己資本比率 （％） 35.82 41.20 38.18

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値との比較を行っ

ております。

 

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な雇用情勢を受けた個人消費の持ち直しの動きがみられ

たものの、米国と中国の貿易摩擦等を要因とする海外経済の減速により輸出が低迷し、高水準の企業収益を背景に

堅調さを維持していた設備投資の伸びが鈍化する等力強さに欠ける展開が続きました。また、英国のＥＵ離脱等の

欧米政治動向が各国経済に影響する懸念が継続し景気の先行きに不透明感が残りました。

　当社グループの事業につきましては、国内外の需要が前年に引き続き堅調に推移するなか大規模な定期修繕に備

えて販売抑制を行った前年同四半期に比べ販売数量、売上高とも上回りました。また、前年第４四半期から当第１

四半期にかけての国産ナフサ価格の急落により基礎化学品や電子材料の一部に前年末在庫を販売する際の利幅の縮

小が見られましたが、アジア市場で順調に需要が拡大した機能性材料の伸長等により、全体として前年同四半期に

比べ増収増益となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高242億45百万円（前年同四半期比6.8％増）、営業利益30

億30百万円（前年同四半期比5.2％増）、経常利益32億１百万円（前年同四半期比10.6％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益22億66百万円（前年同四半期比17.1％増）となりました。

 

　事業分野別には、次のとおりであります。

　基礎化学品は、自動車生産の回復等に伴い国内需要が堅調に推移するなか前年の大規模な定期修繕の影響がなく

なり前年同四半期に比べ販売数量、売上高とも上回りましたが、国産ナフサ価格の急落に伴い可塑剤原料を中心に

前年末在庫を販売する際の利幅が縮小したこと等により利益が前年同四半期を下回り、売上高113億65百万円（前

年同四半期比5.4％増）、売上総利益17億30百万円（前年同四半期比5.1％減）となりました。

　機能性材料は、エアコン用の冷凍機油原料や化粧品原料のアジア需要が前年に引き続き拡大したこと等により販

売数量、売上高、利益とも前年同四半期を上回り、売上高98億12百万円（前年同四半期比11.3％増）、売上総利益

32億63百万円（前年同四半期比10.0％増）となりました。

　電子材料は、国内外の半導体等向け需要が堅調に推移するなか高純度溶剤の販売数量が前年同四半期を上回りま

したが、前年同四半期に好調であった子会社のディスプレイ向け製品の需要が弱含んだことや前年末在庫販売の影

響等により売上高、利益とも前年同四半期を下回り、売上高28億59百万円（前年同四半期比2.2％減）、売上総利

益７億38百万円（前年同四半期比3.4％減）となりました。

　その他は、売上高２億７百万円（前年同四半期比18.3％増）、売上総利益78百万円（前年同四半期比176.6％

増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は479億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億22百万円

減少いたしました。これは主に、現金及び預金が11億53百万円、受取手形及び売掛金が20億98百万円、たな卸資産

が７億27百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産は423億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億44百万円

増加いたしました。

　この結果、資産合計は902億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億77百万円減少いたしました。

EDINET提出書類

ＫＨネオケム株式会社(E32642)

四半期報告書

 3/17



（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は375億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ46億50百万円

減少いたしました。これは主に、コマーシャル・ペーパーが29億99百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が

71億45百万円、未払法人税等が13億74百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債は131億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億12百万円

減少いたしました。これは主に、長期借入金が６億円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は506億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ50億63百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は395億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億85百万

円増加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益22億66百万円及び剰余金の配当９億97百万

円によるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は１億70百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、契約を終了したものは以下のとおりであります。

 

合弁関係

ＫＨネオケム株式会社（当社）

締結先 合弁会社名 設立の目的 資本金 設立年月日

㈱国際協力銀行
KH Neochem U.K. Ltd.

（非連結子会社）

合弁会社（曄揚股份有限

公司）への投資

12,400千米ドル

出資比率100％
2015年７月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 136,200,000

計 136,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 36,949,400 36,949,400
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 36,949,400 36,949,400 － －

（注）「提出日現在発行数」の欄には、2019年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2019年１月１日～

2019年３月31日
－ 36,949,400 － 8,800 － 5,300

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2018年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

2018年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 36,946,100 369,461 －

単元未満株式 普通株式      3,200 － －

発行済株式総数 36,949,400 － －

総株主の議決権 － 369,461 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する資産管理サービス信

託銀行株式会社（信託E口）が所有する当社株式が8,600株（議決権の数86個）含まれています。なお、

当該議決権の数86個は、議決権不行使となっております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

②【自己株式等】
 

2018年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＫＨネオケム株式会社

東京都中央区日本橋本町

一丁目６番５号

（注）２．

100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）１．「株式給付信託（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有する

当社株式8,600株は、上記自己株式等に含まれておりません。

２．当社は、2019年５月７日付で東京都中央区日本橋室町二丁目３番１号に移転しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年１月１日から2019

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,126 8,973

受取手形及び売掛金 注１ 27,340 注１ 25,242

商品及び製品 9,923 8,989

仕掛品 362 341

原材料及び貯蔵品 1,993 2,220

その他 2,187 2,143

貸倒引当金 △6 △5

流動資産合計 51,927 47,904

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 30,437 30,340

減価償却累計額 △24,550 △24,569

建物及び構築物（純額） 5,887 5,771

機械装置及び運搬具 89,118 89,040

減価償却累計額 △83,289 △83,578

機械装置及び運搬具（純額） 5,829 5,462

土地 17,549 17,549

建設仮勘定 645 1,353

その他 5,666 5,539

減価償却累計額 △4,489 △4,459

その他（純額） 1,176 1,079

有形固定資産合計 31,089 31,215

無形固定資産   

のれん 1,646 1,613

その他 107 102

無形固定資産合計 1,754 1,715

投資その他の資産   

投資有価証券 7,179 7,258

退職給付に係る資産 1,341 1,360

繰延税金資産 80 80

その他 664 723

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 9,264 9,420

固定資産合計 42,107 42,352

資産合計 94,035 90,257
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 注１ 23,429 注１ 16,284

短期借入金 注２ 10,590 注２ 10,590

1年内返済予定の長期借入金 2,400 2,400

コマーシャル・ペーパー － 2,999

未払金 2,350 2,679

未払法人税等 2,416 1,042

賞与引当金 26 417

修繕引当金 382 460

その他 590 660

流動負債合計 42,185 37,535

固定負債   

長期借入金 8,050 7,450

繰延税金負債 1,912 1,906

退職給付に係る負債 2,574 2,536

環境対策引当金 148 148

修繕引当金 598 810

その他 260 279

固定負債合計 13,544 13,132

負債合計 55,730 50,667

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,800 8,800

資本剰余金 6,047 6,047

利益剰余金 20,746 22,015

自己株式 △26 △26

株主資本合計 35,567 36,836

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 414 425

繰延ヘッジ損益 1 △0

為替換算調整勘定 118 117

退職給付に係る調整累計額 △197 △192

その他の包括利益累計額合計 336 349

非支配株主持分 2,401 2,404

純資産合計 38,304 39,590

負債純資産合計 94,035 90,257
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2018年１月１日
　至　2018年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日)

売上高 22,697 24,245

売上原価 17,113 18,433

売上総利益 5,583 5,812

販売費及び一般管理費   

運送費 921 957

その他 1,783 1,824

販売費及び一般管理費合計 2,704 2,782

営業利益 2,879 3,030

営業外収益   

受取利息及び配当金 6 10

持分法による投資利益 29 118

その他 85 141

営業外収益合計 120 270

営業外費用   

支払利息 24 20

固定資産処分損 49 48

その他 33 31

営業外費用合計 107 99

経常利益 2,893 3,201

税金等調整前四半期純利益 2,893 3,201

法人税等 905 896

四半期純利益 1,987 2,304

非支配株主に帰属する四半期純利益 52 38

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,935 2,266
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2018年１月１日
　至　2018年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日)

四半期純利益 1,987 2,304

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △200 11

繰延ヘッジ損益 0 △1

為替換算調整勘定 △25 △0

退職給付に係る調整額 △1 4

その他の包括利益合計 △227 13

四半期包括利益 1,759 2,318

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,707 2,279

非支配株主に係る四半期包括利益 52 38
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（取締役に対する業績連動型株式報酬制度）

　当社は、取締役の報酬について業績との連動性をより一層高めると同時に、株式価値との連動性を明確にし、

中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、取締役に対する業績連動型

株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下「本制度」という。）を導入しており

ます。

 

(1) 取引の概要

　本制度は、当社が設定する信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信託」という。）が、当社より

拠出する金銭を原資として当社株式を取得し、本信託を通じて、取締役（社外取締役を除く）に対し、当社が定

める役員株式給付規程に従って、役位、業績達成度等に応じて当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当

の金銭（以下「当社株式等」という。）を給付する業績連動型株式報酬制度であります。なお、取締役が当社株

式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となります。

 

(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。前連結会計年度末及び当第１四半期連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額

は26百万円、株式数は８千株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

注１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2018年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年３月31日）

受取手形 170百万円 135百万円

支払手形 1 2

 

注２　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約及び貸出コ

ミットメント契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2018年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年３月31日）

当座貸越極度額

及び貸出コミットメントの総額
22,018百万円 22,018百万円

借入実行残高 9,750 9,750

差引額 12,268 12,268

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
至　2018年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年３月31日）

減価償却費 701百万円 746百万円

のれんの償却額 33 33

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年３月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月27日

定時株主総会
普通株式 1,068 29 2017年12月31日 2018年３月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年３月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月26日

定時株主総会
普通株式 997 27 2018年12月31日 2019年３月27日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」において信託口が保有する当社株式に対する配当金０百万円

が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、化学品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日

至　2018年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年３月31日）

(1) １株当たり四半期純利益 52円51銭 61円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,935 2,266

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
1,935 2,266

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,849 36,940

   

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 52円16銭 61円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 246 158

（うち新株予約権（千株）） (　246) (　158)

（注）「株式給付信託（BBT）」において信託口が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、

期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（当第１四半期連結累計期間８千株）。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年５月10日

 

ＫＨネオケム株式会社

　取締役会　　　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥津　佳樹　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福士　直和　　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＫＨネオケム株

式会社の2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年１月１日から2019年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＫＨネオケム株式会社及び連結子会社の2019年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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